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情報処理入門講義概要
西九州大学・非常勤講師：新井康平

Industry4.0(AI,IoT、ビッグデータ)

標準化→生産効率→個人仕様(リテール
化：顧客志向←ビッグデータ、AI学習)

ITリテラシー

•コンピュータリテラシー
• ワープロソフトや表計算ソフトの利用，メール交換やＷｅｂページの

閲覧などができる能力

•情報リテラシー
• 組織内のデータベースやインターネットの情報などを分析することに

より，業務に役に立つ情報に加工できる能力

•ビジネスリテラシー
• 業務改善や業務改革を実現するために，ＩＴをどのように適用すれば

よいかを示すことができる能力。
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メールの送受信原理

インターネット通信の仕組み

IPアドレスの確認

• Windowsキー + R
⇒ 『ファイル名を指定して実行』の入力欄に "cmd"と入力し、
Enter
⇒ ポップアップした黒い画面(MS-DOSプロンプト) に
"ipconfig" と入力し、Enter
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httpというプロトコルでIPアドレス
182.22.70.250と通信する

情報処理入門シラバス

情報処理入門・到達目標
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8/6:試験

コンピュータの動作原理
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• PC（Personal Computer＝パソコ
ン）のふたを開けてみましょう。そ
の中には，様々な電子部品が詰め込
まれています。黒い小さなボディー
に数十本の銀色のピンが付いた「ム
カデ」のような形をした電子部品が
何個かあるはずです。これらは，IC
（アイシー，Integrated Circuit＝集
積回路）と呼ばれるものです。ICの内
部には，数十個～数百万個の小さな
トランジスタが入っていて，それら
の組み合せによって，コンピュータ
に必要とされる様々な機能が実現さ
れます。膨大な数のトランジスタを
持ち，高度な機能を実現するICを，特
にLSI（エルエスアイ，Large Scale 
IC＝大規模集積回路）やVLSI（ブイ
エルエスアイ，Very Large Scale IC
＝超大規模集積回路）と呼ぶことも
あります

• プロセサとメモリーだけではPCが成
り立ちません。なぜなら，PC本体に
キーボードなどから情報を入力した
り，ディスプレイなどに情報を出力
する必要があるからです。PC本体と
キーボードやディスプレイなどの周
辺装置を接続する機能を持ったICが，
I/Oです。I/Oは，PC本体と周辺装置
の電気的な特性の違いを調整します。
I/Oは，周辺装置の種類ごとに専用の
ものが使われます。PC本体に装備さ
れたコネクタの奥には，それぞれ専
用のI/Oがあると考えてください。
ネットワーク・カードやサウンド・
ボードのような新しい周辺装置をPC
に追加する場合には，I/Oを装備した
拡張ボードをPCに装着することにな
ります

• 架空のICを使った架空のコン
ピュータの回路図（電気的な
設計図）です。本物のコン
ピュータには，複数のメモ
リーとI/Oが装備されています
が，ここでは1つずつとしてい
ます。電源供給は省略し，
データ授受，アドレス指定，
動作制御のピンの接続方法だ
けを示しています。太い矢印
は，複数のピンを表していま
す（データ授受，アドレス指
定，動作制御は，複数のピン
で行われます）。コンピュー
タの頭脳はプロセサなのです
から，皆さんがプロセサに
なったつもりでコンピュータ
の動作を追ってみましょう。

• 8本のピンでデータを入出力
するディジタルICがあったと
しましょう。個々のピンの電
圧を測定すれば，図1[拡大表
示]のように0Vと5Vのいずれ
かになっています。0Vと5Vの
羅列を数値の0と1に置き換え
てください。01101010とな
りますね。これは8けたの2進
数であり，10進数に変換する
と106になります。Windows
に添付している「電卓」プロ
グラムを使うと，2進数と10
進数の変換ができるので，実
際に試してみてください。

• PCに装備されているメモリーは，バ
イト単位で情報を記録するのが一般
的です。だからこそ，メモリーの記
憶容量を64MBや256MBのようにバイ
ト（B＝byteの略）で表すのです。メ
モリーの中には1バイトごとの部屋が
たくさんあり，それぞれに部屋番号
が付けられていると考えてください。
数は少ないのですが，I/Oの中にも情
報を一時的に格納しておく部屋があ
り，それらに部屋番号が付けられて
います。この部屋番号はアドレスと
呼ばれます。プロセサは，アドレス
を指定してメモリーやI/Oの中の部屋
を特定し，情報の授受を行います。
アドレスは，0号室，1号室，…では
なく，0番地，1番地，…と呼びます。
メモリーとI/Oに同じアドレスが割り
振られていても，プロセサの動作制
御ピンで両者を区別できるように
なっていま

• これと同じことを8けたの2進数でやって
みましょう。00000101ʷ00000011（10
進数の5ʷ3）を計算するなら，
00000101＋（00000011の補数）とすれ
ばよいのです。補数は，もとの数の0を1
に，1を0に反転した数より1だけ大きい
値になります。なぜなら，10進数の7と
ʷ3の関係でも分かるように，補数とは
加算してちょうどけた上がりする数のこ
とだからです。7＋3＝10ですね。2進数
の00000011と，それを反転した
11111100を加えると，けた上がりの1つ
前の11111111になります。したがって，
00000011とそれを反転した数より1つ大
きい値（11111100＋1＝11111101）を
加えれば，100000000の9けたなります。
8けたのサイズで計算を行っているので
すから，9けた目は無視されて00000000
になります。すなわち00000011に加算
すると，ちょうどけた上がりする数は
11111101であり，これはʷ00000011を
プラスで表した補数表現でなのです。こ
のように補数を求める手順を「反転して
1を足す」と覚えてください
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• 味覚のように，皆さんが自由
に符号化できるデータであっ
ても，それなりの工夫が必要
です。「あまい」，「から
い」，「しょっぱい」，
「すっぱい」，「にがい」の
5種類の味覚を，表1のように
符号化したとしましょう。こ
こでは，8ビット（2進数で8
けた）の数値を使っています。

• 符号化ではどうでしょう？ こ
んどは，個々の味覚ごとに1
とするけたを変えています。
これなら，どのように味覚
コードを加算しても減算して
も，上手く行きます。このよ
うに，符号化には，ちょっと
した工夫が必要なのです。

• ASCIIコードのコード体系で
す。7ビットの上位3けたと下
位4けたから文字コードを得
られるようになっています。
例えば，大文字のAは，ASCII
コードで41となります。ここ
では，16進数と呼ばれる数値
の表し方が使われています。

• 単精度浮動小数点数形式と倍
精度浮動小数点数形式の違い
は，1つの小数点数を表すた
めに使われるビット数です。
単精度浮動小数点数形式は32
ビットを使い，倍精度浮動小
数点数形式は64ビットを使い
ます

• Windowsをお使いなら，プ
ログラムは，拡張子が.exeま
たは.dllとなったファイルとし
てハード・ディスクに記録さ
れています。ここでは，筆者
オリジナルのダンプ・プログ
ラムを使って，MyProg.exe
（これも筆者が作ったオリジ
ナルのプログラムです）の中
身を調べてみると，図1[拡大
表示]のようになっていること
がわかりました。

• リスト1は，アセンブリ言語で記述
されたプログラムの例です。mov
（moveの略＝データをコピーせ
よ）やadd（addtionの略＝加算せ
よ）などがニーモニックです。ア
センブリ言語の文法は，実に単純
です。「動詞＋目的語」という構
文しかありません。これは，英語
の命令文と同じ構文です。動詞の
部分は「○○せよ」という命令で，
目的語の部分は「△△を」という
ように命令の対象となるデータ
（レジスタの名前，メモリのアド
レス，I/Oのアドレスなど）を指定
します。目的語は，1つの場合も複
数の場合もあります。目的語が複
数の場合は，カンマで区切ります。
ret（戻れ）のように，目的語のな
い命令もあります。リスト1のプロ
グラムをマシン語に変換すると，
図1のような数値の羅列になるわけ
です。

リスト1●アセンブリ言語で記述されたプログラムの例
(動詞) (目的語) mov dword ptr [ebp - 4],1 mov 
dword ptr [ebp - 8]，2 mov eax,dword ptr [ebp - 4] 
add eax,dword ptr [ebp - 8] mov dword ptr [ebp -
0Ch]，eax mov ecx,dword ptr [ebp - 0Ch] push ecx
push offset string "%d¥n" call printf (00401080) add 
esp，8 
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• リスト1に示したアセンブリ言語のプログラムをC言語という高
水準言語で記述すると，リスト2のようになります。これは，1
＋2の加算結果を画面に表示するものです。高水準言語で記述
されたプログラムは，コンパイラと呼ばれる変換プログラムに
よってマシン語に変換されてから実行されます。高水準言語で
記述された1行のプログラムが，複数行のマシン語になります。
すなわち，リスト2で使われているprintfのような高水準言語の
命令は，複数のマシン語命令に変換されるのです。

リスト2●C言語で記述されたプログラムの例 #include 
int main(int argc，char* argv[]) { a = 1; b = 2; c = a + 
b; printf("%d¥n"，c); return 0; }

• BIOSのプログラムは，周辺装置を
含めてコンピュータ全体を初期化し
ます。PCを起動した直後の画面を
見てください。BIOSが実行されて
いることを表す英語のメッセージが
表示されることが分かるはずです
（図1）。BIOSが，コンピュータ全
体の初期化を完了すると，ハード・
ディスクからOSをRAMにロードし
ます。この動作は「ブート・スト
ラップ」と俗称されます。ブート・
ストラップ（boot strap）とは，
ブーツを履くときに引っ張りあげる
小さな皮紐のことです。小さなプロ
グラムであるBIOS（皮紐）が，大
きなプログラムであるOS（ブー
ツ）を引っ張り挙げる（RAMにロー
ドする）ことを表しています。この
後のPCの動作は，OSにバトンタッ
チされます。

• Windowsのコントロールパネ
ルから「システム」アイコン
を起動し，デバイス・マネー
ジャのプロパティを見れば，
現在使用しているデバイス・
ドライバを確認できます（図
2[拡大表示]）。周辺装置を追
加または変更したときには，
それに合わせてデバイス・ド
ライバも追加または変更する
必要があります。

• アプリケーション，OS，
BIOSという3種類のプログラ
ム，およびハードウエアの関
係を図3にまとめておきます。
直接ハードウエアを制御して
いないため，アプリケーショ
ンの実行速度は遅くなります
が，プロセサのスピードが驚
くほど高速化した現在では，
ほとんど問題にはなりません。

• 「Java」と「.NET」といえます。Java（ジャ
バ）は米Sun Microsystemsが開発した技術
で，.NET（ドット・ネット）は米Microsoftが
開発した技術です。これらは「フレームワー
ク（framework）」と呼ばれます。フレーム
ワークとは，OSとアプリケーションの間に位
置し，コンピュータの機種の違いをすべて覆
い隠してくれるプログラム群（実行エンジン
とクラス・ライブラリ）のことです。フレー
ムワーク上で動作するアプリケーションは，
コンパイル後に中間コード（特定のプロセサ
に依存しないプログラム）に変換されます。
フレームワークの持つ実行エンジンが，中間
コードを解釈し，マシン語に変換して実行し
ます。フレームワークは，GUI，インターネッ
ト，データベースなど様々な機能を実現する
クラス・ライブラリ（プログラムの部品群）
も提供します。プログラマは，クラス・ライ
ブラリを利用してアプリケーションを作成し，
高度な機能を容易に実現できます


